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芝浦工業大学 

大学教育再生加速プログラム(AP)事後評価で最高評価 
本事業の成果が､教育の DXを加速化 

* * * 
芝浦工業大学（東京都港区／学長 村上雅人）は、文部科学省｢大学教育再生加

速プログラム（AP）｣事業終了後の事後評価が、最高の｢S｣になりました。 

2014 年度から 19 年度までの事業期間中の成果によって今年度のオンライン
授業も大きなトラブル無く運営され、ブレンディッドラーニングやハイブリッ
ドクラスルームなどオンラインを活用した教育手法への転換が進んでいます。 

ポイント 
 本事業を通じた改革によって、2020年度のオンライン授業へスムーズに転換 
 特に学修成果可視化のための「SITポートフォリオ」は、エビデンス・ベースでの

教学マネジメント推進に資する先駆的なシステムとして教育関係へ普及が見込ま
れると評価 

 事業の成果が､コロナ禍でのオンライン授業で活躍 
2020 年度前期の授業は新型コロナウイルス感染症流行を踏まえ、全てオンラインで

行われました。一方後期の授業は、おおむね 3割程度が対面で行われています。 
オンライン授業は、▽Zoom などを用いたリアルタイム授業、▽動画配信を用いたオ

ンデマンド授業、▽オンデマンドでの予習とリアルタイム授業を組み合わせた反転授
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業など――が行われています。本事業で整備した
学修マネジメントシステム（LMS）には反転授業
の支援機能もあり、予習・復習のためのオンライ
ン学修に生かされています。 

3 割の対面授業でも、自宅からオンラインで受
講する学生とのハイブリッドクラスルームが実
現。これらを学生の声も取り入れた教職学（教員・
職員・学生）協働で構築してきました。 
これらの取り組みが昨年 12 月には、文部科学

省の Web サイトで同省の調査に基づいたオンラ
イン授業の工夫例として、全国 13 の国公私立大
学の冒頭に掲載されました。https://www.mext.go.jp
/content/20201223-mxt_kouhou01-000004520_02.pdf 
また芝浦工業大学では働き方改革を中心とした業務改革を進めており、20 年度以前

から会議のペーパーレス化や電子決済、テレビ会議の実施や事務職員向けパソコンの
仮想デスクトップ（VDI）化など、テレワーク導入に親和性の高い環境を整備。20年度
前期のオンライン授業にあたり教職協働で FD・SD 研究会を複数回開催したり、LMS
の改修など万全の準備を重ねたりして、教育の DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）を推進しています。 

 本事業の成果を生かした､今後の教育の DXについて 
本事業の成果の今後の活用と教育の DXについて事業担当者の井上雅裕副学長は 

「大学教育再生加速プログラムとオンライン授業での教育改革の成果を融合
させ、教育の DXを進めます。 
アクティブ・ラーニングの推進に関しては世界・地域・現場のリアルな体験
を進めると同時に、デジタル技術・オンラインを活用した国際的なアクティ
ブ・ラーニングを推進します。 
また学修成果の可視化に関しては、学修成果だけでなく学修プロセスも可視
化し、教員と学生がそれを把握して振り返ることで学修成果を高める
Learning Analyticsを強化します。 
この推進には、教職員が学生と一緒になって教職学協働で、デジタル技術や
AI を教育に導入していくことが大切です。 

コロナ禍を経て大学教育は大きく変革します。本事業の成果を発展させ、
デジタル技術とオンライン化を最大限に活用し、世界に学び世界に貢献でき
る、自律的な生涯学修者を育成していきます」 

としています。 

文部科学省Webサイトより 
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 事後評価結果概要 

事後評価｜大学教育再生加速プログラム（AP）｜日本学術振興会 
（https://www.jsps.go.jp/j-ap/jigo_hyoka.html） 

 事業の取り組みや､SITポートフォリオの詳細などはこちら 

 https://bit.ly/3jbRJqM  

芝浦工業大学とは 
工学部／システム理工学部／デザイン工学部／建築学部／大学院理工学研究科 
https://www.shibaura-it.ac.jp/ 

日本屈指の海外学生派遣数を誇るグローバル教育と､多くの学生が参画する産学連携の研究活動が
特長の理工系大学です。東京都とさいたま市に 3 つのキャンパス(芝浦、豊洲、大宮)、 
4 学部 1 研究科を有し、約 9 千人の学生と約 300 人の専任教員が所属。創立 100 周年を迎える
2027 年にはアジア工科系大学トップ 10 を目指し、教育･研究･社会貢献に取り組んでいます。 

 

取材に関する問い合わせ先 
学校法人 芝浦工業大学 経営企画部企画広報課 立岩 
TEL 03-6722-2900 FAX 03-6722-2901 E-mail koho@ow.shibaura-it.ac.jp 

以上 
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